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 論文題名 
Intravenous Infusion of Mesenchymal Stem Cells Reduces Epileptogenesis in a Rat 










 研究方法   
  てんかんモデルとして、リチウム・ピロカルピンによるけいれん重積ラットモデルを
用いた。けいれん重積 24 時間後に尾静脈より MSC を 1.0×106 /ml 投与した。対照とし
て、けいれん重積後に fresh DMEM を同量投与した。てんかんに対し自発けいれん数、
苔状線維発芽に対しマンガン造影MRI、認知機能に対しモリス水迷路試験によって評価し
た。けいれん重積後 60 日で組織解析した。海馬における神経系細胞数を、神経細胞を示
す NeuN 免疫染色および抑制系 GABA ニューロンを示す GAD67 免疫染色で評価した。







れた。海馬の神経系細胞数の減少は、NeuN 陽性および GAD67 陽性細胞ともに MSC 投
与群は対照群に対し軽度であり、MSC による細胞死の抑制効果が示唆された。投与した
多くの GFP-MSCは、海馬における生着が確認された。 
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抑制系 GABA ニューロンの減少を軽減させ、また海馬 CA3 における錐体細胞の減少を軽
減させることで苔状線維発芽を軽減させ、てんかん原性形成を減少させた。さらに海馬に
おける神経細胞減少を軽減させることで、認知機能低下は抑制された。従って、MSCの静
脈投与はけいれん重積後のてんかん、認知機能低下予防に有効であることが判明した。 
 上記の結果を初めて明らかにした事は博士（医学）の学位論文としてふさわしいと判断
された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
